
Ⅰ．緒言　

　プレコンセンプションケア（Preconception Care：以

下PCC）とは，女性やカップルに将来の妊娠のための

健康管理をし，健康状態を改善させるためのケアを意味

する1）．PCCは，母児の予後を現時点よりもさらに改善

しようとして欧米で提唱され2）， 特に近年，妊娠結果の

リスク因子に対するPCCの有効性について，アメリカ

疾病管理予防センターの推奨指針にエビデンスが示され

たことは注目されている（Center for Disease Control 

Prevention：CDC，2012）1）．既に，海外ではアメリ

カ疾病管理予防センター（CDC，2008），世界保健機関

（WHO，2012）が本格的な推奨を行っている1）．

　我が国では，小学校・中学校・高等学校において「性

に関する指導」や，「生涯に通じる健康の知識」につい

ての教育は行われているが，妊娠前に適切な妊娠，出産

に関する教育を受けるシステムは存在しない．そのた

め，妊娠，出産に関する知識が低いという問題がある3）．

現状では，晩婚化により不妊の割合が増加し4）， 2015年

の女性の第一子出産の平均年齢は30.7歳5）となり，初

産年齢の高齢化により慢性疾患をもった女性の妊娠が増

え1），さらに，女性のやせに起因する低出生体重児の増

加が指摘されている4）．低出生体重児は体重が少ないだ

けではなく，胎児期に低栄養状態にさらされているた

め，成人期に生活習慣病の発症リスクが高い6）という

問題が明らかになっている．

　そこで，これらの問題の解決に向けてPCCを普及さ

せるために，国立成育医療研究センターにPCCセンター

が設置され（2015.11），日本の実情に合わせたPCC

チェックリストが作成された1）．今後，我が国において

もPCCの研究および実践の推進が期待されるところで

あるが，現時点においてPCCの研究成果は明らかでは

ない．本研究の目的は，成熟期女性に対するPCCにつ

いて国内外の予防的介入研究の内容を明らかにすること

である．

Ⅱ．研究方法

1．文献検索の方法

1 ）国内文献について「医中誌Web（Ver 5 ）」を用

い「プレコンセプションケア」and「会議録除く」，

「不妊予防」and「会議録除く」，「妊娠前管理」and

「会議録除く」を検索式とし，2017年までに発表さ

れた文献（抄録あり）を（2017年 4 月 6 日）に検索

した．その結果，104件が該当し，その文献の抄録

から，「PCCチェックリスト」1）の項目内容を含む

文献 15件を選択し，分析の対象とした．

2）国外文献についてCINAHL, PubMedを用い

「preconception care」and「Randomized Controlled 

Trial」を検索式とし，2017年までに発表された文

献を（2017年 4 月25日）に検索した．その結果65件

が該当し，その文献の抄録を読み「糖尿病」および
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「甲状腺疾患」をもつ女性への研究，「文献レビュー」

を除く 3件を選択した．その後，レビュー文献を参

考に， 2件を追加した．

　上記の方法により，国内文献15件（表 1， 2）,国外

文献 5件（表 3），の計20件を分析対象とした．

2 ．分析方法

　国内文献において，「PCC」の研究は解説であった．

また，「妊娠前管理」，「不妊予防」の研究においても介

入研究は行われておらず，実態調査研究であった．その

ため，荒田が作成した「PCCチェックリスト」の項目1）

には，「適正体重の保持」，「禁煙」，「禁酒」，「感染症予

防（風疹・性感染症等）」，「乳がん，子宮頸がん検診受診」，

「風疹ワクチンの接種」，「バランスのよい食生活」，「葉

酸摂取」，「運動」，「ストレスマネジメント」，「ライフプ

ラン」，「危険ドラッグを使用しない」，「有害物質を避け

る」，「家族の病気を知る」があり，「不妊予防」「妊娠前

管理」の研究において，この項目が調査されているか分

析を行った．

　国外文献は，成熟期女性に対する「PCC」の予防的介

入に関する研究について「対象」，「介入方法」，「介入内

容」，「評価方法」，「結果」について分析を行った．

Ⅲ．研究結果

　国内において，PCCに関する予防的介入研究に該当

するものはなかった．解説や実態調査研究において，

「PCC」に関する研究は 4件,「不妊予防」に関する研究

は 2件,「妊娠前管理」に関する研究は 9件であった． 

1 ．国内のPCCについての研究（表 1）

　国内のPCCについての研究は，慢性疾患を持つ合併

症妊娠女性に対するPCCについての解説（No 1 ），膠原

病をもつ女性のPCCについての解説（No 2 ）， 慢性腎臓

病（CKD）合併妊娠の女性に対するPCCについての解

説（No 3 ），思春期から妊娠までのPCCについての解説

（No 4 ）であった．

2 ．国内の「不妊予防」についての研究（表 2）

　国内の「不妊予防」の研究では，プレ周産期にある若

者は．既存の性教育過程では望む妊娠のために必要な専

門的知識を十分に習得できていないことが明らかとなっ

た（No 5 ）．具体的な内容として， 妊娠前女性に対する

「禁酒」について，保健医療系科目を履修している大学

2年生に対する調査において，望む時期に妊娠する（子

どもをもつ）ために必要とする知識について，「禁煙と

適正飲酒」については，22.4%「必要とする知識」であ

ると答えていた．特に男子学生が有意に必要であると

答えていた（No 5 ）．妊娠前女性に対する「ストレスマ

ネジメント」について，保健医療系科目を履修してい

る大学 2年生に対する調査において，「妊娠と肥満・喫

煙・ストレス」について十分知っていた学生は32.0%で

あった（No 5 ）．国内の妊娠前女性に対する「感染症予

防」，「子宮頸がん検診」について，保健医療系科目を履

修している大学 2年生に対する調査において，「子宮頸

表 1　国内における「プレコンセプションケア」に関する研究

NO 著者 発行年 タイトル 雑誌名 論文種類 要旨
1 村島 温子 2016 【IBDの妊娠と周産期をめ

ぐる疑問に答える!】 疾患
合併妊娠の最前線　母性
内科の視点から

IBD Research 解説/特集 合併症妊娠でよい結果を得るには計画
妊娠,すなわちプレコンセプションケ
アが重要．

2 金子 佳代子 2016 【母性内科の最前線】 膠原
病診療における母性内科
の役割

医学のあゆみ 解説/特集 母性内科が膠原病診療において果たす
べき役割について紹介．

3 三戸 麻子 2016 【母性内科の最前線】 高血
圧・慢性腎臓病合併妊娠

医学のあゆみ 解説/特集 高血圧合併妊娠，慢性腎臓病（CKD）
合併妊娠はハイリスク妊娠とされ，妊
娠高血圧症候群や早産，低出生体重児
などのリスクが高い．そのため妊娠前
からの原疾患の管理（プレコンセプ
ションケア）が大切．

4 荒田 尚子 2016 【母性内科の最前線】 プレ
コンセプションケアと産
後フォローアップ　妊娠
前後の母性内科の役割

医学のあゆみ 解説/特集 成育医療の実現のためには，リプロダ
クションサイクルのなかの思春期から
妊娠までのケア，すなわちプレコンセ
プションケアが重要．妊娠から産後へ
の切れ目のない女性のフォローアップ
を，女性自身を中心とした観点から体
系化し実践していくことが母性内科の
立場から重要．
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表 2　国内における「不妊予防」「妊娠前管理」に関する研究

NO
著者

（発行年）
タイトル

目的 対象 方法 評価方法 結果

5 奥田 鈴美,他
（2013）
プレ周産期に
おける不妊予
防に関する実
態調査

プレ周産期の
若者が持つ不
妊予防に関す
る認識を把握
する

A大学に通学
する保健医療
系科目を履修
している 2年
生98名

不妊予防に関
する講義実施
後に自記式質
問紙調査

調査に内容に
ついての男女
の比較と自由
記載のカテゴ
リー化

プレ周産期にある若者は，①既存の
性教育過程では望む妊娠のために必
要な専門的知識を十分に習得できて
いない．②専門的知識を求めている．
③知識があれば不妊予防を意識した
生活を心がけたいと考えている．

6 在本 祐子,他
（2010）
未婚女性の生
殖の知識とラ
イフプランと
の関連

未婚女性の生
殖の知識の実
態とライフプ
ランとの関連
を明らかにす
る

都内の未婚の
女性（18～34歳）
428名

生殖の知識と
ライフプラン
についての質
問紙調査

生殖の知識と
ライフプラン
との相関関係

生殖の知識の平均得点は10点満点中
4.3（SD2.6）点．ライフプラン保有
者は，生殖の知識の平均得点が高く，
両者の間には有意な正の相関関係が
認められる．

7 松竹 朋子,他
（2016）
妊婦の体重コ
ントロールと
食生活の自己
管理に関する
研究

妊婦の体重コ
ントロールに
関する自己効
力感尺度や食
生活の自己管
理に対する自
己効力感尺度
を用いて妊娠
前と妊娠後期
の食生活や体
重との関連に
ついて明らか
にする

産科の入院病
床を持つ病院
に外来通院中
の妊婦246名。
また、同妊婦
で経時調査に
参加した母親
220名

独自に作成し
た食生活アン
ケートと 2つ
の尺度を用い
た自記式質問
紙による調査

妊娠前、妊娠
後 期 に お け
る、体重コン
トロールに関
する自己効力
感及び食生活
の自己管理に
対する自己効
力感を評価

1）妊娠前，妊娠後期共に，体重コ
ントロールに関する自己効力感及び
食生活の自己管理に対する自己効力
感の低群より高群の方が食事に気を
つけている．妊娠前より妊娠後期の
方が自己効力感の低い妊婦も食事に
気をつけている．2）体重コントロー
ルに関する自己効力感及び食生活の
自己管理に対する自己効力感の低群
より高群の方が，体重増加に関して
目標を設定している．

8 小室 晴美
（2014）
つわりと妊娠
前の食生活と
の関連

つわりと妊娠
前の食生活と
の関連を明ら
かにする

総合病院 4施
設の産婦人科
に通院してい
る妊婦66名

妊娠前 1年間
の食生活37項
目（食行動23
項目、食事内
容14項目）に
ついて調査

悪阻が有る群
（55名） と 無
い群で比較検
討

悪阻が無い群の特徴は，1）アルコー
ルが好きな方である． 2）おいしい
料理を食べた後は充実感を感じてい
る． 3）肉を食べる頻度が高い． 4）
多くの食品を毎日摂取している．

9 美甘 祥子,他
（2013）
妊娠前の20～
30歳代就労女
性の食習慣、
やせに関する
知識、価値観
の実態
やせ体型群と
普通体型群の
比較

（BMI）18.5未
満の妊娠前の
20～30歳代就
労女性の食習
慣と、やせに
関する知識、
食事および健
康に関する価
値観の実態を
明らかにする

20～30歳代就
労女性448名

食習慣と、や
せに関する知
識、食事およ
び健康に関す
る価値観につ
いて無記名自
記式質問紙に
よる調査

B M I 18.5未
満（やせ体型
群）95人 と、
BMI18.5以 上
25未満（普通
体 型 群）339
人を比較検討

やせ体型群と普通体型群は， 6割以
上が食習慣に満足している．栄養バ
ランス得点は低い．やせが次世代の
健康に影響を及ぼすという知識の正
解が 3割以下．食事をする時の価値
で，やせ体型群は「健康」，普通体
型群は「空腹を満たす」が最も多い．
やせ体型群は普通体型群に比べ，「理
想と考える体重」も「健康に良いと
思う体重」もBMI18.5未満の割合が
有意に多い．

10 美甘 祥子,他
（2012）
妊娠前の看護
師のやせの影
響や葉酸に関
する知識と食
習慣の実態　
妊娠前の一般
職との比較

妊娠前の20～
30代の看護師
のやせの影響
に関する知識
と食生活の実
態を把握する

A病院の一般
病棟に勤務す
る出産経験の
ない現在妊娠
していない20
～30代の看護
師133名

やせの影響や
葉酸に関する
知識と食習慣
の実態アンケー
ト調査

同年代の就労
女性（474名）と
比較

看護師は一般就労女性よりも有意に
やせに関する知識を多くもってい
た．看護師も一般就労女性も全体の
2割がやせ型体型群である．ともに
栄養バランスを考えている者の割合
は高い．食行動が必ずしも伴ってい
ない．

11 川元 絵理香,
他
（2011）
A病院の妊孕
外来通院中女
性の葉酸認知
の背景

A病院の妊孕
外来に通院し
ている女性の
葉酸認知につ
いての背景を
明らかにする

A病院の妊孕
外来に受診す
る女性102名

対象に葉酸の
効果について
説明した後、
質問紙調査

実態調査と葉
酸の必要性を
保健指導した
後も調査

妊孕外来に通院している女性は葉酸
認知がある．その情報源は，マタニ
ティ雑誌やインターネットなどのマ
スメディアから得ていた．葉酸の必
要性を「知らなかった」女性に葉酸
の必要性を保健指導した結果，「今
後摂取する」と回答した者は約 4割
であった．

12 小池 恵,他
（2010）
妊娠前の女性
の食生活と出
産時のリスク
との関係性

妊娠前の女性
の食生活が妊
娠・分娩時に
どのような影
響をもたらす
のかを明らか
にする

褥婦470名を
対象

調査用紙の配
布

調査結果を因
子分析

妊娠・分娩時のリスクは.妊娠前の
不十分な栄養摂取によって起こる可
能性が高い．
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がん予防と早期発見」については63.3％「性感染症予防」

については54.1%が必要とする知識であると答え,女子

学生が男子学生に比べ有意に必要であると答えていた

（No 5 ）．半数以上の学生が，「子宮頸がん予防と早期発

見」，「性感染症予防」について「必要とする知識である」

と答えていた． 都内の未婚の女性（18歳～34歳）に対

して生殖の知識とライフプランについての質問紙調査を

行った結果，ライフプラン保有者は．生殖の知識の平均

得点が高く．両者の間には有意な正の相関関係が認めら

れた（No 6 ）．

3 ．国内の「妊娠前管理」についての研究（表 2）

　国内の「妊娠前管理」についての研究内容を分類する

と「食生活」，「やせ」，「葉酸」，「禁煙」についてであった．

　「食生活」についての研究では，産科の入院病床を持

つ病院に外来通院中の妊婦は，妊娠前．妊娠後期共に．

体重コントロールに関する自己効力感及び食生活の自己

管理に対する自己効力感の低群より高群の方が食事に気

をつけており，体重コントロールに関する自己効力感及

び食生活の自己管理に対する自己効力感の低群より高群

の方が．体重増加に関して目標を設定していた（No 7 ）．

産婦人科に通院している妊婦66名の妊娠前 1年間の食生

活と悪阻の有無の関連について調べ，悪阻が無い群に

は「多くの食品を毎日摂取している」等の特徴があった

（No 8 ）．褥婦470名 を対象にして，妊娠前の女性の食

生活が妊娠・分娩にどのような影響をもたらすのかにつ

いて調査し，妊娠・分娩時のリスクは.妊娠前の不十分

な栄養摂取によって起こる可能性が高いことが明らかに

なった（No12）．

　「やせ」についての研究では，20～30歳代就労女性448

名の （BMI）18.5未満の妊娠前の20～30歳代就労女性の

食習慣と，やせに関する知識，食事および健康に関する

価値観の実態について，やせていることが健康という，

誤った価値を持っており，やせが次世代の健康に影響を

及ぼすという知識の正解が 3割以下であった．やせに

関しての知識は看護師が一般就労女性よりも有意に多

く持っていた（No9,10）．2500g以上の適正出生体重児

を出産した75名,2500g未満の低出生体重児を出産した63

名，1500g未満の極低出生体重児を出産した12名のそれ

ぞれの女性の食生活，食物摂取頻度，BMIなどの群間

比較し，BMI 18.5未満かつ出生時の体重増加量が 7 kg

以下の場合に低出生体重児出産の頻度が有意に高かった．

NO
著者

（発行年）
タイトル

目的 対象 方法 評価方法 結果

13 小林 淳子,他
（2004）
妊娠前から出
産後までの喫
煙行動の変化
と禁煙に関連
する要因の縦
断的研究

妊娠前から出
産後までの女
性の喫煙行動
の変化と,禁
煙に関連する
要因を検討す
る

妊娠初期・妊
娠末期・出産
後の 3回の調
査に協力が得
られた259名

妊娠初期・妊
娠末期・出産
後の 3回のア
ンケート調査

妊娠前の喫煙
経験有無別の
喫煙行動の変
化

259名中125名は妊娠前から出産後ま
で喫煙経験は無い．妊娠前に禁煙し
出産後まで禁煙を継続した者が76
名．出産後に喫煙を再開した者が15
名．禁煙に関連する因子は，妊娠前
は「同居の喫煙者がいないこと」「妊
娠前の喫煙本数が少ないこと」,妊娠
判明時ならびに妊娠中は,「禁煙の自
己効力が高いこと」．出産後の禁煙
継続には「妊娠前の喫煙本数が少な
いこと」．

14 津田 淑江,他
（2004）
ハイリスク新
生児出産と妊
娠前の母親の
食生活・栄養
状態との関連
について

ハイリスク新
生児出産と妊
娠前の母親の
食生活・栄養
状態との関連
について明ら
かにする

2500g以上の
適正出生体重
児を出産した
75名,2500g未
満の低出生体
重児を出産し
た63名1500g
未満の極低出
生体重児を出
産した12名

食生活,食物
摂取頻度,BMI
の調査

喫煙行動の変
化と,禁煙に
関連する要因
を検討

BMIは 3 群間では有意差を認めな
かった．BMI値別,体重増加量別に
検討するとBMI18.5未満かつ出生時
の体重増加量が 7 kg以下の場合に低
体重児出産の頻度が有意に高い．栄
養所要量の充足率は低体重児群と極
低体重児群で低く,特にカルシウム
とビタミンAの摂取量が少ない．食
生活では低体重児群と極低体重児群
の特徴は.子供のころ母親の手料理
をあまり食べていない.惣菜をよく
利用する.アルコールが好き.好き嫌
いがある.ストレスがたまると食べ
られなくなる．

15 藤村　由希子,
他
（2003）
妊娠前から出
産後までの喫
煙の実態と関
連要因

妊娠前から出
産後までの喫
煙の実態と関
連要因を明ら
かにする

東北地区 4県
11市町村で実
施する 1歳
6ヵ月児健診
に訪れた母親
1110名

質問紙調査 出産後の喫煙
に関連する要
因を検討

非喫煙群（215名）,禁煙継続群（24
名）,産後再開群（46名）,喫煙継続
群（39名）を分析対象とした.出産
後の喫煙に関連する要因で有意と
なったのは「結婚前からの友人の喫
煙」,「育児中の母親仲間の喫煙」,「夫
の喫煙」,「消極的・否定的母性意識」．
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　栄養所要量の充足率は低出生体重児群と極低出生体重

児群で低く,特にカルシウムとビタミンAの摂取量が少

なかった（No14）．

　「葉酸」についての研究では，妊孕外来に受診する女

性102名の69.2%が「妊娠前・妊娠中に葉酸を摂取する

必要があることを知っていた」と答えていた．葉酸知識

についての情報源は．マタニティ雑誌やインターネット

などのマスメディアから得ていたことが明らかになった 

（No11）．

　「禁煙」についての研究では，「妊娠初期・妊娠末期・

出産後の 3回の調査に協力が得られた259名に対し，妊

娠前から出産後までの女性の喫煙行動の変化と，禁煙に

関連する因子を調査し,妊娠前では「同居の喫煙者がい

ないこと」，「妊娠前の喫煙本数が少ないこと」,妊娠判

明時ならびに妊娠中では,「禁煙の自己効力が高いこと」

また,出産後の禁煙継続には「妊娠前の喫煙本数が少な

いこと」, 出産後の喫煙に関連する要因で有意となった

のは，「結婚前からの友人の喫煙」，「育児中の母親仲間

の喫煙」,「夫の喫煙」，「消極的・否定的母性意識」で

あることが明らかとなった（No13,15）．

4 ．国外での成熟期女性に対するPCCの予防的介入に

関する研究（表 3）

　 5件中 4件が無作為化比較対照試験（以下RCT）で

あり， 1件は比較試験（以下OT）であった． 

　PCCの介入研究における調査対象者として，18歳か

ら35歳の女性を調査対象とした研究が 2件（No16,17），

18歳から40歳の女性を調査対象とした研究が 2件

（No18,19）であった．

　PCCの健康教育の介入方法を分類すると，「PCC健康

教育のグループ・セッション」（No16,17），「PCCのリ

スクの通知」（No18），「家族計画PCCプログラム」（No20）

であり, 「PCC健康教育のグループ・セッション」が 2件,

情報提供が 2件であった．

　PCCの健康教育の教育内容として，「健康的な生活様

式と身体活動」（No16），「妊娠と受胎」，「ストレス管理」，

「運動」，「栄養（サプリメントも含む）」，「性感染症」，「タ

バコ」，「アルコール」（No17），「家族計画」（No20）が

行われていた．

　PCCの健康教育の評価方法として，「健康統制感」，「運

動に対する自己効力感」（No16），「自己効力感」（No17），

「Spielberger状態特性不安検査」（No19），「計画妊娠の

有無」（No20），「健康教育を行った項目の行動と意識」

（No17）について質問紙調査による評価が行われていた．

評価時期は 2週間後（No16），14週間後（No17），妊娠

2ヶ月後（No18）であった．

　結果の内容として，PCCの健康教育を行うと，健康

的な食事をとり推奨された運動をすることや（No17），

葉酸入りの総合ビタミン剤を毎日摂取することができ，

アルコールの摂取も減少していた．さらに，食品のラベ

ルを読むこと，ストレス管理のためのエクササイズまた

は瞑想を行うこと（No17），意図的に妊娠することに対

する意識が高まっていた（No20）．

　また，「内的健康統制感」（No16）「自己効力感」（No17）

が高まり,妊娠後の「不安」は低下する（No19）ことが

明らかとなった．

Ⅳ．考察

1．国内のPCCについての研究

　PCCについての研究は，合併症妊娠女性に対する

PCCについての解説と，思春期から妊娠までの女性に

対するPCCの必要性についての解説であった．PCCに

ついての実態調査，及び予防的な介入研究は行われてい

なかった．

　そのため，思春期から妊娠までの女性に対するPCC

の解説の中で荒田が作成した「PCCチェックリスト」

の項目1）に基づいて考察する．

　妊娠前女性の「栄養摂取状況」と「適正体重」につい

て，妊娠前から自己効力感の高い女性は妊娠中の体重増

加に関して目標を設定していた（No 7 ）．BMI18.5未満

の妊娠前の20～30歳代の就労女性は栄養バランス得点が

低く，やせが次世代の健康に影響を及ぼすという知識

の正解が 3割以下であり，やせていることが健康とい

う，誤った価値を持っていることが明らかとなっている

（No 9 ）．誤った価値観が，女性のやせに起因する低出

生体重児の増加の一因であると考えられる．

　妊娠前女性の「禁煙」について，禁煙に関連する因

子として，妊娠前では「同居の喫煙者がいないこと」

「妊娠前の喫煙本数が少ないこと」が明らかになった

（No13）．出産後の喫煙に関連する要因で有意となった

のは，「結婚前からの友人の喫煙」，「育児中の母親仲間

の喫煙」,「夫の喫煙」，「消極的・否定的母性意識」で

あることが明らかとなった（No15）．そのため，妊娠前

女性に対する禁煙の集団指導や夫やパートナーに対する

禁煙指導が必要である． 

　妊娠前女性に対する「禁酒」について，保健医療系科

目を履修している，大学 2年生に対する調査において，

望む時期に妊娠する（子どもをもつ）ために，必要とす
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表 3　国外における「プレコンセプションケア」予防的介入研究

NO
著者

（発行年）
タイトル
研究デザイン

①対象者　
②対象者数

（介入群/対照群）
①介入方法
②比較方法

①評価方法
②評価時期 結果

16 BastaniF,et
al.
（2010）
妊娠前の健康教育が
女性の健康統制感お
よび自己効力感に及
ぼす影響
RCT

①ブライダル健診ク
リニック受診した18
歳から35歳の女性
②210人（109/101）

①健康的な生活様式
と身体活動について
の健康教育ワーク
ショップ（ 8～12人
の女性のグループ・
セッション）
②遺伝条件、薬物乱
用、性感染症と家族
計画のスクリーニ
ングをカバーした結
婚前のクリニック・
セッション

①介入前後に質問紙
を用いて健康教育
ワークショップが女
性の健康統制感およ
び運動に対する自己
効力感に及ぼす影響
を評価する
② 2週間後

介入前，年齢，教育水準と経済状
態に関して有意差はない． 2 群間
の有意差が，介入前スコアの上に
健康統制感と運動自己効力感に関
してはない．
介入後は内部の健康統制感（P< 
0.001）に関する有意差がある．しかし，
外部の健康統制感（P=0.890）に関す
る有意差はない．

17 Hillemeier
MM,
et al.
（2008）
妊娠前である女性の
健康に対する改善：
中部ペンシルベニア
女性健康研究におけ
るきわめて健康な女
性に対する介入に関
する無作為化試験に
よる所見
RCT

①地域のクリニック
に通う妊娠可能な18
歳～35歳の女性。
（卵管結紮術、子宮
摘出または不妊の既
往を除く）
②692人（473/219）

①妊娠と受胎・スト
レス管理・運動・栄
養（葉酸サプリメン
ト摂取を含む）・婦
人科感染症の予防・
たばこの暴露・アル
コール摂取について
12週間かけて 2時間
のセッションを 6回
レクチャー
②通常のクリニック
診察　

①自己効力感，行動
の意志および介入時
に取り組んだ特定の
領域（妊娠と受胎・
ストレス管理・運動・
栄養（葉酸サプリメ
ント摂取を含む）・
婦人科感染症・たば
この暴露・アルコー
ル摂取）に伴う行動
を評価する
②約14週後

介入群の女性の方が対照群よりも，
健康的な食事をとることに対する
自己効力感が高い．妊娠前に出生
アウトカムをコントロールするこ
とを意識している率が有意に高い．
健康的な食事をとってしっかりと
運動しようとする意志も強い．食
品ラベルを読む頻度が高い．推奨
されている水準の運動を実施して
いる．葉酸入りの総合ビタミン剤
を毎日摂取している．有意な効果
がみられ，介入セッションへの出
席が増える毎に，出生アウトカム
を妊娠前にコントロールの意識す
ること，食品ラベルを読むこと，
ストレス管理のためにリラクセー
ションエクササイズまたは瞑想を
行うこと，毎日葉酸入りの総合ビ
タミン剤を摂取することに対する
意識が高まった．

18 ElsingaJ.et.al
（2008）
妊娠前カウンセリン
グが妊娠前および妊
娠中のライフスタイ
ルをはじめとする行
動に及ぼす作用
RCT

①妊娠を計画してい
る18歳から40歳の女
性
②633人（211/422）

①妊娠前カウンセリ
ング（PCC）に参加
する
②妊娠前カウンセリ
ング（PCC）に参加
しない，標準ケア

①妊娠前カウンセリ
ング（PCC）に参加
した女性が妊娠に
関係する危険因子お
よび予防対策に関す
る知識をどの程度高
め、妊娠前および妊
娠中の行動をどの程
度変えているのかを
評価する
②妊娠 2ヶ月後

PCCに参加した女性（81.5%；n=211）
の知識は，参加しなかった女性の
知識（76.9%；n=422）を上回った．
PCC後にまだ妊娠していなかった
女性の知識水準は，PCC後に妊
娠した女性とほぼ同じである．妊
娠を考えている女性は妊娠前でさ
えPCCによって知識が向上する．
PCC後，妊娠前に葉酸の摂取を開
始した女性が有意に多く，妊娠 3ヵ
月までのアルコール摂取が減少し
た．標準ケア実施群では，妊娠全
体のうち約20%が負のアウトカムに
終わった．PCC群では16%であった．

19 De.Jong-
PotjerLC,et.al.
（2006）
無作為化対照試験に
おいて不安を誘発し
ない一般医主導妊娠
前カウンセリング
RCT

①オランダの一般医
診療所54ヵ所で、18
～40歳の女性
②2276人
（1186/1090）

①一般医主導の
PCC
②通常ケア

①PCC前（STAI- 1）
およびPCC後（STAI-
2）に、6項目から成
るSpielberger状態特
性不安検査（STAI）
に記入した。妊娠後
には、妊娠初期に焦
点を合わせたSTAI
（STAI- 3）に記入
②PCC前・PCC後・
妊娠初期

平均STAI-1スコア（n=466）は36.4．
PCC後，不安度が平均3.6ポイント
の低下した．STAI- 3 の平均スコ
アは，対照群（n=1090）が38.5，
介入群（n=1186）38.7であった．

20 Moos　MK,et　
al.（1996）
妊娠前健康増進プロ
グラムが妊娠企図に
及ぼす影響
OT

① 3つの地域の保健
所に出生前ケアのた
めに訪れている女性
②1378人
（456/309/613）

①家族計画妊娠前プ
ログラムを実践した
女性
②
・家族計画クリニッ
クを受診したがプロ
グラムを実践しな
かった女性
・産前ケアが始まる
まで保健所が把握し
ていなかった女性

①自身の妊娠を企図
したものと認識して
いるか比較した
②不明

定期的に家族計画クリニックを受
診していた期間に妊娠前の健康に
関する情報を得ていた女性の方が，
介入を実施していなかった群より
も，自身の妊娠を企図したものと
認識する可能性が51.8%高かった
（p=0.064）．実験群の方が，保健
所が把握していなかった比較群よ
りも，妊娠企図の可能性が64.2%
高かった（p=0.0009）．

RCT：無作為比較試験　OT：比較群による観察試験
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る知識について，「禁煙と適正飲酒」については,22.4%

「必要とする知識」であると答えていた．特に男子学生

が有意に必要であると答えていた（No 5 ）．男子学生は，

「喫煙」「飲酒」の機会が女性よりも多く，「禁煙と適正

飲酒」について「必要とする知識である」と答えている

と考える．そのため，知識を伝える適切な時期の対象で

あるといえる．しかし，この調査は保健医療系科目を履

修している学生であるため，一般の大学生に対する調査

も必要である．

　妊娠前女性に対する「葉酸摂取」について，A病院の

妊孕外来通院中の女性の69.2%が「妊娠前・妊娠中に葉

酸を摂取する必要があることを知っていた」と答えてい

た．その情報源は「マタニティ雑誌」や「インターネット」

などからであり，専門職からの保健指導からではなかっ

た（No11）．また，研究の調査対象は，妊孕外来に通う

女性であり，積極的に妊娠についての情報を得ようとし

ている対象である．そのため，一般の成熟期女性は「葉

酸を摂取する必要性について」認知している割合が低い

と予測できる．妊婦に対して行った栄養調査において，

葉酸摂取量は摂取推奨量の半分であった7）ことからも，

専門職からの働きかけが必要である．

　妊娠前女性に対する「ストレスマネジメント」におい

て，保健医療系科目を履修している大学 2年生に対する

調査では，「妊娠と肥満・喫煙・ストレス」について十

分知っていた学生は32.0%であった（No 5 ）．この研究

の対象は保健医療系科目を履修しており，知識を持って

いる学生が多いと考えられるが， 3割のという低い結果

であった．そのため，一般の成熟期女性に調査を行うと，

この結果よりも低いと推測する．

　国内の妊娠前女性に対する「感染症予防」，「子宮頸が

ん検診」について，保健医療系科目を履修している大学

2年生に対する調査において，「子宮頸がん予防と早期

発見」については63.3％「性感染症予防」については

54.1%が必要とする知識であると答え,女子学生が男子

学生に比べ有意に必要であると答えていた（No 5 ）．半

数以上の学生が，「子宮頸がん予防と早期発見」，「性感

染症予防」について「必要とする知識である」と答えて

いる．このことから，「子宮頸がん予防と早期発見」，「性

感染症予防」について伝える必要のある内容であるとい

える．

　また，「感染症予防」の中でも妊娠前の健康管理とし

て重要な，風疹により引き起こされる，先天性風疹症候

群を予防するワクチンの接種について，認知しているか

の調査は行われていなかった．

　国内の妊娠前女性に対する「ライフプラン」について

の意識調査では，未婚の女性（18歳から34歳）において，

ライフプラン保有者は生殖知識の平均得点が有意に高

く，ライフプランの思考が生殖への関心にもつながるこ

とが明らかとなった（No 6 ）．このことから，妊娠前の

健康教育においてライフプランについて考えるための，

保健指導が必要であることが示唆された．

2 ．国外におけるPCCの研究

　PCCの予防的介入における調査対象者の，年齢設定

理由については，述べられていなかった．18歳から35歳

の女性を調査対象とした研究は，その地域の出産全体の

85％を占めていたため選択していた（No17）．そのため,

調査地の出産平均年齢から設定する必要があるといえ

る． 

　PCCの健康教育の方法として,社会的サポートは行動

の変化を容易にするのに重要な要素であると認識されて

いるため，講義形式ではなく，グループ・セッション

（No16,17）が行われていた．

　教育内容として，「健康的な生活様式と身体活動」，「妊

娠と受胎」，「ストレス管理」，「運動」，「栄養（サプリメ

ントも含む）」，「性感染症」，「タバコ」，「アルコール」，

「家族計画」が行われていた．我が国においては，「風疹

ワクチンの接種」や「やせ」の問題に対する「適正体重」

について，教育内容に追加する必要がある．

　健康教育の評価方法として，健康教育によって,行動

を変化させるために，社会認知理論に基づいて行ったた

め,自己効力感を評価の指標としていた（No17）．評価

の時期は,研究ごとに 2週間後,14週後,妊娠 2ヶ月後と

設定されており,明確な根拠は述べられていなかった．

そのため,評価時期については,健康教育の効果を観察す

る，最適な時期を設定する必要がある．

　結果として，PCCの健康教育を行うと，妊娠前に，「内

的健康統制感」，「自己効力感」が高まり,妊娠後「不安」

は低下することが明らかとなった．妊娠前にPCCの健

康教育を受けることによって,女性の健康に対する認識

が変化するため,将来,妊娠時のリスクや胎児の健康リス

クの軽減につながる介入であるといえる．

　国内の「不妊予防」，「妊娠前管理」の研究において,「適

正体重」，「禁煙」，「禁酒」，「感染症予防」，「バランスよ

い食生活」，「葉酸」，「ストレスマネジメント」，「ライフ

プラン」の項目についての実態調査が行われていた．し

かし，「風疹ワクチンの接種」，「運動」等を加えた我が

国の PCCとしての実態調査研究や，予防的介入研究は
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行われていない現状がある．

　そのため，我が国の妊娠前女性の問題である，「ライ

フプラン」「不妊」「やせ」「風疹の予防接種」等を含め

たPCCの実態調査研究と健康教育の必要性が示唆され

た．

Ⅴ．結論

　今回,成熟期女性に対するPCCについて国内外の予防

的介入研究の内容を明らかにする目的で文献検討を行っ

た．国内15件,国外 5件の計20文献を分析した結果,以下

のことが明らかとなった．

1．国外文献においてPCCの予防的介入の対象者は18

歳から40歳の女性であり，教育方法はグループ・

セッションを用い，教育内容は，「健康的な生活様

式と身体活動」，「妊娠と受胎」，「ストレス管理」「運

動」，「栄養（サプリメントも含む）」，「性感染症」，「タ

バコ」，「アルコール」，「家族計画」であった．結果

として「内的健康統制感」「自己効力感」が高まり,

妊娠後の「不安」は低下していた．

2．国内文献において，PCCに関する予防的介入研究

に該当するものはなかった．国内文献の「不妊予防」

「妊娠前管理」の研究において,「適正体重」，「禁煙」，

「禁酒」，「感染症予防」，「バランスよい食生活」，「葉

酸」，「ストレスマネジメント」，「ライフプラン」の

項目についての実態調査が行われていた．

　しかし，「風疹ワクチンの接種」，「運動」等を加えた

我が国のPCCとしての実態調査研究や，予防的介入研

究は行われていない．そのため，PCCに関する研究お

よび実践推進の必要性が示唆された．
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